
  

   
  

◎上履きについて 

  学校にあるサイズで合わない場合は、ご家庭でご用意してください。階段が滑りやすく、危険

ですので、かかとのあるものをお勧めします。 

高学年であれば、大人用スリッパを使用していただいても結構です。 

 

きこえとことばの教室だより   NO.２ 

令和５年7月３日  昭島市立富士見丘小学校 きこえとことばの教室 

                             ０４２-５４４-１９２１ 

 梅雨明けが待ち遠しくなる７月を迎え、夏休みが近づいてきました。 

１学期の遠足や高学年の宿泊学習の行事、日常生活の出来事など、子供たちは楽しそうに話してくれまし

た。１学期の通級は残りわずかですが、夏休みに経験したことについて、２学期に子供たちから聞くのが今

から楽しみです。体調と安全に気を付けてお過ごしください。 

 各学校で春の健康診断が行われました。その一つに

聴力検査があります。 

なぜ、聴力のチェックをするのかというと、小学校の

学習は「聞く」ことから始まります。聞くことは、聴力が

基礎となって、「聞こう」という気持ちがどう働くかに影

響します。聞くことが学習を成立させるための大切な条

件でもあるため、その基礎となる「聴力」をチェックする

ことが重要となります。家庭でも学級でも子供のきこえ

について気を付けて見ていただければと思います。  

 聴力検査の結果でやや聴力が落ちている子供によく

ある症状の一つに、滲出性中耳炎があります。風邪な

どの菌がのどや鼻から中耳に入って液がたまった状態

の急性中耳炎は痛みがあるのですが、滲出性中耳炎

は痛みがありません。鼓膜の奥の中耳に液が溜まる状

態です。そのために聞こえが悪くなってしまうのです。

痛みがないので気付きにくいのですが、ほおっておく

と鼓膜が薄くなって引っ込んだり、骨と癒着してしまう

病気に移行したりすることもあるそうです。 

生活の中で「呼ばれても振り向かない」「聞き返しが

多い」「テレビの音が大きい」「話しているうちに内容が

ずれる」など、いつもとちょっと違う様子がありました

ら、なるべく早めに耳鼻科へかかるようお勧めします。 
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きこえとことばの教室では、児童同士の交流を深め、安心感や仲間意識を育てるとともに、正しい知識につい
て学ぶためグループ指導を行っています。今年度は、ことばグループ（吃音）、きこえグループ（難聴）2つのグル
ープ指導を行います。今年度第１回目のグループ指導が５月に行われました。 

 

  ４日（月）２学期指導開始   ５日（火）午後指導なし       1３日（水）きこえグループ・午後指導なし     

    ２７日（水）ことばグループ 

 ３日（火）午後指導なし     ４日（水）午後指導なし         ４日（水）～1０日（火）面談週間   

20日（金）午後指導なし   23日（月）運動会振替休業日   25日（水）午後指導なし 

 １日（水）午後指導なし     ７日（火）午後指導なし        8日（水）きこえグループ 

    15日（水）ことばグループ  2７日（月）音楽会振替休業日 

※予定が変更となる場合もございます。その際は連絡帳でお知らせさせていただきますのでご確認ください。 

子供のほめ方 

 

 

 

 

子どものほめ方 

「子供はほめて育てる」と言いますが、どのようにほめたらいいのか、𠮟り方とのバランスはどうかと悩むことも
あるかと思います。そこで、当教室の本の中から参考となる内容の一部をご紹介します。今の子供の中にある
いいところ、頑張っているところを見つけていくとよいようです。 

ほめ方その① ９割できなくても、できた１割をほめる。 
できない部分を注意されることはありますが、できた１割についてほめられることはあまりありません。０で
はありませんので、できた１割についてほめることでフェアな評価になります。特に自己肯定感が低い子供の
場合は、できた部分についてしっかりほめていくことにより、「できる」という意欲が生まれ、できなかった分も
できるようになっていきます。 

ほめ方その② やったとき、すかさずほめる。 
やるとき、やらないときというように、子供の行動には波があります。  
やらないときに叱り、やったときに何も言わないと、本人は常に叱られていることになります。 
つまり、やらないときに言わないで、やったときにすかさずほめるのです。 

ほめ方その③ 「あら、できたじゃない」に変わる魔法がある。 
子供への期待が現状に比べて大きくなりすぎると、子供も大人も苦しくなります。子供に対する否定の言葉
が多くなり、子供も自信を失っていると感じたら、思い切って要求水準を下げましょう。「できて当たり前」では
なく、「できなくても当たり前」と見ていくのです。 

  まだまだいろいろなアドバイスがたくさん掲載されています。興味のある方は保護者用本棚にありますので、
一度ご覧になってください。 

〇参考図書：「子育てハッピーアドバイス 大好き！が伝わるほめ方・叱り方」 明橋 大二著 
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